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▲押越横穴群 B群第１号墳の現状

埋蔵文化財包蔵地 押越横穴群

　押越横穴群は、比木地区中田東ノ谷の東側の丘陵
の南側斜面に立地し、昭和56年９月18日に採石作
業中に横穴 (Ａ１号墳 ) が発見され、緊急発掘調査
が３日間行われました。
　発掘調査の結果、平面形は隅

すみ
丸
まる
方形もしくは壺

つぼ
形

で、断面形はドーム状となっており、壁面にはき
れいな整形痕が認められました。玄室の壁沿いに
は、排水のための幅15～20㌢の断面がＶ字状の溝
が巡っていました。
　この横穴 (Ａ１号墳 ) の副葬品としては、玄室の
奥壁の下から口径８. ８㌢、高さ５. ３㌢の古墳時
代後期 (７世紀頃 ) の須

す
恵
え
器の盌

まり
が１点出土したと

報告書に記録されています。
　この横穴から東へ50㍍ほど離れた位置に２基の
横穴 (Ｂ群第１・２号墳 )が現在も残っています。
　Ｂ群第１号墳は、平面形が壺型に似た円形で、断
面はドーム状をしています。Ｂ群第２号墳は入り口
が埋没しているため、中の様子をうかがい知ること
ができません。
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２
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。
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受
け
る

準
備
が
整
っ
た
こ
と
で
今
回
の
申
請

に
至
っ
た
」と
経
緯
を
述
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。

採石作業中に発見された横穴群
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▲申請内容の概要説明を受ける�
　市幹部と市議会議員
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